
          令和６年度 第１回 学校運営協議会 記録 

     （第１回学校関係者評価委員会 第１回校内コンプライアンス委員会） 

 

１ 日時 令和６年６月 18日（火）午前９時３0分から午前 11時 30分まで 

２ 場所 沼津視覚特別支援学校 会議室 

３ 出席者 

（１）学校運営協議員 

  東部社会教育振興協議会事務局長 

  特定非営利活動法人ティンクル副理事長 

  和太鼓奏者・本校卒業生 

  沼津ライオンズクラブ会長 

  三島市主任児童委員 

  本校ＰＴＡ 

（２）学校職員 

  校長 教頭 事務長 各部主事･主任 キャリア支援課長 

 

４ 会議の内容 

 （１）校長あいさつ、日程説明、自己紹介 

 （２）校内参観 

 （３）学校概要 

（４）協議①令和６年度学校経営方針について 

 （５）協議②グループワーク「キャリア教育を進めていくために」 

 （６）協議③不祥事根絶に向けた本年度の取組について 

 

５ 会議報告 

  学校概要（教頭） 

・児童生徒数、障害別生徒数、通学方法別生徒数 

   ・寄宿舎について（希望者は沼津聴覚寄宿舎利用） 

   ・中部地区盲学校との交流（親善球技大会）など他校との交流 

   ・理解推進活動により生徒数増加 

 協議①令和６年度学校経営方針について 

  （校長）今年の重点目標の説明 

   ・視能訓練士からの助言をもらい、専門性の向上と指導の充実を図る。 

   ・卒業生の話や浜松視覚特別支援学校の見学などを通して将来のイメージをしやすく 

する。       

   ・必要な方に必要な支援が届くよう、夏休みに理解推進活動実施（30ヶ所程度）。 

   ・緊急時に対応できる職員の育成。 

   ・職員の勤務時間の意識向上をめざす。 

   →障害のある人の性被害が多くある。性の話をタブー視せず、語る必要があると思う 

独自の取組があれば知りたい。 

   ・教職員の意識を高め、自分も相手も大切にするという基本的な考えを押さえ、本校 

にあった指導を行っていきたい。 



協議②グループワーク「キャリア教育を進めていくために」 

・重点目標の一つのキャリア教育について、効果的に進めていくために、みなさんから 

意見をうかがいたい。 

   幼稚部小学部グループ 4名 

   （小主事）幼稚部小学部のキャリア教育と課題の説明 

    →将来何になりたいか、具体的に答えられるだろうか。 

    →親がいなくなっても生活できる力がつくとよい。 

    →子どもをどう育てるとよいか。 

    →早寝早起き、食事、身辺自立などの生活習慣を身につけたい。 

    →食育、お弁当、保護者向けの栄養指導があってもよい。 

    →学校で学んだことを家庭で経験を広げるよい。 

    →家族での体験、経験。家族の変化(成長、老化)もある。 

    →自分の好きなこと、興味のあることがわかるとよい。 

    →災害に対する意識もつけていけるとよい。 

    →何か将来、資格取得ができるとよい。 

 

   中学部グループ 5名 

   （中主事）中学部のキャリア教育と課題の説明 

    →学校で子どもたちがわくわくする話をたくさん聞けるとよい。 

    →卒業生の話を聞く機会を増やす。（楽しいこと、よかったこと、ポジティブに） 

    →年齢を超えたつながり（和太鼓同好会、沼視保護者立ち上げのボッチャグループ） 

    →いろいろな事に感動する経験をつくる。 

    →自分の行動が何かを生み、成果が出る手応えを積み重ねる。 

    →学校生活でコミュニケーション力、他者への思いやり学ぶ。 

    →日常を切り取った疑似体験(ＶＲやバイノーラル録音の活用) 

 

   高等部グループ 4名 

   （高等部主任）高等部のキャリア教育と課題の説明 

    →相手の反応・相手の受けた印象等をフィードバックし自己評価へつなげるとよい。 

    →察して周りが動くのではなく、集団の中で自分から発信する経験を増やす。 

    →集団の中でのコミュニケーション力。周りとうまくやっていく力が充実した生活 

につながる。 

    →自分でできること、できないことの理解(支援されていることに気づき理解) 

    →知らないこと、未経験のことに対する挑戦しようとする気持ち。 

    →自分の状況の理解（経済面も含めて、現状を理解し必要な支援を一緒に考える）。 

    →適切に支援を依頼でき、感謝の気持ちを持って人と接することができるとよい。 

 

  協議③不祥事根絶に向けた本年度の取組について 

  （教頭）不祥事根絶に向けた取組年間計画の説明 

    →教職員心得チェック表で「ちゃん」づけの項目があったが、学校では使ってはい

けないのか。(→基本的に「さん」を使うようにしている。上から下に呼ぶ呼び

方にとられる） 



 



 



 


